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᝟動調ᩚ᪉␎の機能に影響を及ぼす要因に㛵する 
᭱㏆の研究動向 
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要 約 
これまでの᝟動調ᩚ᪉␎に㛵する研究においては，異なるᙧ態的ഃ㠃を᭷する᝟動調ᩚ᪉␎の᝟動反応
のపῶに対するຠ果の差異に㛵する検討が行なわれてきた。しかしながら，異なるᙧ態的ഃ㠃を᭷する᝟
動調ᩚ᪉␎のẚ㍑をヨࡳた研究を概観した結果，᝟動調ᩚ᪉␎のຠ果が一㈏していないことが示唆され，
᝟動調ᩚ᪉␎の機能に影響を及ぼす要因の検討がᚲ要であることが᥎ᐹされた。そこで，᝟動調ᩚ᪉␎の
機能に影響を及ぼす要因を個人と⎔ቃの┦஫作用の観Ⅼからᩚ⌮し，௒ᚋの研究ㄢ題についてᒎᮃを行な
った。ඛ行研究を概観した結果，᝟動調ᩚ᪉␎の機能に影響を及ぼす要因として⎔ቃ要因，個人の特性要
因，個人の状ἣ要因が᝿定され，これらの要因によって規定されるᩥ⬦に応じて᝟動調ᩚ᪉␎を౑いศけ
る能力である᝟動調ᩚのᰂ㌾性，そのᰂ㌾性を㧗める要因として᝟動への気づきの重要性が示唆された。
これらを㋃まえて，௒ᚋの研究ㄢ題についてㄽじた。 
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ࡣࡌࡵ࡟ 
 
心⌮学㡿ᇦにおいて「᝟動調ᩚ㸦emotion 
regulation㸧」は，個人の中で体験され，⾲ฟさ
れる᝟動に対して自㌟で影響を୚えることをヨ
ࡳる過程と定義されている㸦Gross, 1998a㸧。こ
の定義においては，᝟動の✀㢮を問わࡎ，強度
を増大すること，およࡧపῶすることが᝟動調
ᩚにྵまれる。したがって，႐ࡧ，ᴦしさなど
の࣏ࢪࢸ࢕ࣈ᝟動と，ᜍᛧ，ᝒしࡳなどのࢿ࢞
ࢸ࢕ࣈ᝟動のいࡎれも᝟動調ᩚが行なわれる対
㇟とされている。このような᝟動を増大およࡧ
పῶするために個人において用いられるල体的
な᪉␎は，「᝟動調ᩚ᪉␎㸦emotion regulation  
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strategy㸧」と࿧ばれる㸦Gross & John, 2003㸧。 
᝟動調ᩚ᪉␎に㛵する研究は，従᮶，主に基
♏心⌮学㡿ᇦにおいて行なわれてきた。このよ
うな基♏心⌮学㡿ᇦにおける研究では，▷ᮇ的
な᝟動の増ῶを࢔࢘ト࢝ム変数とした᝟動調ᩚ
᪉␎間のຠ果ẚ㍑や，特定の᝟動調ᩚ᪉␎のຠ
果に影響を及ぼす個人差変数の検討が行なわれ 
てきた㸦e.g., Gross, 1998b㸧。 
㏆ᖺでは，⮫ᗋ心⌮学㡿ᇦにおいても，᝟動
調ᩚ᪉␎と不Ᏻ障ᐖやうつ⑓，ᦤ㣗障ᐖなどの
精神疾患との㛵連の検討が行なわれている
㸦e.g.,Goldin, Lee, Ziv, Jazaieri, Heimberg, & 
Gross, 2014㸧。しかしながら，特定の᝟動調ᩚ
᪉␎を日常においてどの程度౑用するか，すな
わち，ᬑẁ用いる᪉␎のスタ࢖ルという観Ⅼの
ࡳでは，症状を༑ศに予 できないこともᣦ᦬
されており㸦e.g., Aldao, Nolen-Hoeksema, & 
Schweizer, 2010㸧，᝟動調ᩚ᪉␎を౑用する個
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Abstract 
 
Existing research that has examined the conventional parent-child relationship 
has reported that the quality of nursing provided by parents influences their 
children’s behavior. This research has used many methods to measure the quality 
of nursing, and while simple measurements can be easily made, it has proven 
difficult to measure the ongoing interaction that exists between the quality of 
nursing provided by the parent and the behavior of the child In response to this 
difficulty, the existing research that measure the interaction of these effects was 
reviewed. It was suggested that the nature of the interaction between a parent’s 
nursing and their child’s behavior can be assessed by employing eye-tracking 
techniques which determine whether parents are attending to the reactions of the 
child while they are nursing the child. Moreover, by using eye-tracking techniques, 
it became possible to assess some facial expressions that parents display while 
nursing, and the possibility of offering support to parents in the form of training 
that would foster the display of beneficial facial expressions while nursing was 
suggested. 
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人の要因と個人をྲྀりᕳく⎔ቃの要因をྵめた
検討がᚲ要であると考えられる。そこで本ㄽ考
は，個人と⎔ቃの┦஫作用の観Ⅼから᝟動調ᩚ
᪉␎の機能に影響を及ぼす要因をᩚ⌮し，⮫ᗋ
心⌮学における᝟動調ᩚ᪉␎に㛵する研究ㄢ題
をᒎᮃすることを目的とする。なお，᝟動調ᩚ
の定義においては᝟動を増大さࡏることもྵま
れるが，⮫ᗋ心⌮学㡿ᇦにおける研究では，成
人を対㇟として，⮫ᗋ上問題となりうる᝟動の
పῶに↔Ⅼをᙜてた研究が多く行なわれている
ことから㸦e.g., Goldin et al., 2014㸧，本ㄽ考で
は，成人における᝟動のపῶに㛵してㄽじるこ 
ととする。 
 
ࠕᙧែࠖ࡜ࡋ࡚ࡢ᝟ືㄪᩚ᪉␎ 
  
これまでの研究においては，᝟動調ᩚ᪉␎を
㉁的な差異，すなわちᙧ態的ഃ㠃に基づいてୗ
఩ศ㢮し，それࡒれの᝟動調ᩚ᪉␎が᝟動反応
のపῶに及ぼす影響性の差異の検討が主に行な
われてきた。᝟動調ᩚ᪉␎のᙧ態的ഃ㠃の差異
による᝟動調ᩚの差異をグ述するための⌮ㄽ的
⫼ᬒとして，Gross㸦1998a㸧は，่⃭の入力か
ら反応にいたるࣉࣟࢭスをグ述した「᝟動調ᩚ
ࣉࣟࢭスモデル㸦process model of emotion 
regulation㸧」㸦௨ୗ，Gross モデルとする㸧をᥦ
ၐしている。ຍえて，Gross & John㸦2003㸧は，
Gross モデルを㋃まえて，「ᙧ態的ഃ㠃」の異な
る᝟動調ᩚ᪉␎のࣉࣟࢭスの差異を実ド的に検
討している。そこで，本ㄽ考においても，᝟動
調ᩚ᪉␎のᙧ態的ഃ㠃は，Gross & John㸦2003㸧
の⌮ㄽ的๓ᥦおよࡧ研究結果に基づく研究をᒎ 
ᮃの対㇟とする。 
まࡎ，Gross モデルに基づいて᝟動調ᩚ᪉␎
のᙧ態的ഃ㠃の差異が᝟動調ᩚに及ぼす影響性
を概観するため，Gross モデルに基づくඛ行研
究を㑅定することとした。ඛ行研究の㑅定の㝿
には，ල体的には，ձGross & John㸦2003㸧を
ᘬ用しているㄽᩥであること，ղ࣮࣮࢟࣡ࢻに
emotion regulation がྵまれること，ճ⮫ᗋ心
⌮学のศ野のㄽᩥであること㸦ල体的には， 
psychology かつ medicine をศ野にྵࡴこと㸧
を本ㄽ考の対㇟とする研究とした。その結果， 
125 ௳のㄽᩥがᢳฟされた。これらのㄽᩥのう
ち，մGross & John㸦2003㸧による研究におい
て検討された᝟動調ᩚ᪉␎である「認知的෌ホ
౯ 㸦 r e a p p r a i s a l 㸧」 も し く は 「 抑 制
㸦suppression㸧」を実験的᧯作として用いてお
り，これらのいࡎれかをྵࢇだ᝟動調ᩚ᪉␎間
のẚ㍑を行なっている，յⱥㄒもしくは日本ㄒ
を用いている，ն᝟動反応を従ᒓ変数として用
いている，շ成人を対㇟としている，という᮲
௳を‶たすㄽᩥを㑅定した結果，㸶௳のㄽᩥが 
ᢳฟされた。 
これらの研究を概観した結果，Gross モデル
に基づく᝟動調ᩚ᪉␎のᙧ態的ഃ㠃としては，
Gross & John㸦2003㸧による研究において検討
された認知的෌ホ౯と抑制にຍえて，「࢔クࢭࣉ
タࣥス㸦acceptance㸧」が主なୗ఩ศ㢮として用
いられていることが᫂らかとなった。したがっ
て，本ㄽ考においては，᝟動調ᩚ᪉␎のᙧ態的
ഃ㠃のୗ఩ศ㢮として，上グの３つの᝟動調ᩚ
᪉␎をᣲࡆることとする。まࡎ，上グの３つの
᝟動調ᩚ᪉␎の定義を述べる。認知的෌ホ౯は，
Gross モデルのホ౯ẁ㝵における᝟動調ᩚ᪉␎
とされ，᝟動をႏ㉳する่⃭に対するゎ㔘を変
えることによって，᝟動を変໬さࡏる᪉␎であ
る㸦Gross, 1998b㸧。そして，Gross モデルの反
応ẁ㝵における᝟動調ᩚ᪉␎とされる抑制は，
生㉳した᝟動反応を㢧在的な行動として⾲ฟࡏ
ࡎ，抑え㎸もうとする᪉␎である㸦Gross, 
1998b㸧。また，࢔クࢭࣉタࣥスは，「不ᛌであ
ったとしても，生㉳する᝟動，認知，㌟体感ぬ
を変えたり，ࢥࣥト࣮ࣟルしたり，㑊けたりし
ようとすることなく，ዲወ心を持って༑ศに体
験すること」と一⯡的には定義されるが㸦Hayes, 
Strosahl, & Wilson, 1999㸧，᝟動調ᩚの研究に
おいては，「ዲወ心を持って体験する」という要
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⣲にはあまり注意がᡶわれておらࡎ，「生㉳した
᝟動反応を中立的に観ᐹする」という要⣲に↔
Ⅼがᙜてられている㸦Wolgast, Lundh, & 
Viborg, 2013㸧。また，抑制と同じく Gross モデ
ルの反応ẁ㝵における᝟動調ᩚ᪉␎とされる
㸦Hofmann, Heering, Sawyer, & Asnaani, 
2009㸧。 
これまでの研究においては，これらの異なる
ᙧ態的ഃ㠃を᭷する᝟動調ᩚ᪉␎が᝟動のపῶ
に及ぼす影響性の差異について，それࡒれの᝟
動調ᩚ᪉␎をẚ㍑することで検討がなされてき
た。しかしながら，᝟動調ᩚ᪉␎のᙧ態的ഃ㠃
に基づき，ྛ᝟動調ᩚ᪉␎が᝟動のపῶや行動
の変໬に及ぼす影響をẚ㍑した研究においては，
一㈏した結果がᚓられていない現状にある。た
とえば，Hofmann et al.㸦2009㸧は，認知的෌
ホ౯，࢔クࢭࣉタࣥス，抑制がスࣆ࣮ࢳሙ㠃に
おける主観的不Ᏻ反応およࡧ生⌮的不Ᏻ反応に
及ぼす影響の差異を検討した。その結果，生⌮
的不Ᏻ反応の᝟動調ᩚにおいては，認知的෌ホ
౯およࡧ࢔クࢭࣉタࣥスが᭷ຠである一᪉，主
観的不Ᏻ反応の᝟動調ᩚにおいては，認知的෌
ホ౯のࡳが᭷ຠであることを᫂らかにしている。
この結果は，ᙧ態の異なる᝟動調ᩚ᪉␎が᝟動
反応に異なる影響を及ぼすことを示唆している
と考えられる。その一᪉，Wolgast, Lundh, & 
Viborg㸦2011㸧は，実験ཧຍ者にᜍᛧ，᎘ᝏ，
ᝒしࡳといったࢿ࢞ࢸ࢕ࣈ᝟動をႏ㉳するᫎ像
を࿊示し，認知的෌ホ౯と࢔クࢭࣉタࣥスが主
観的᝟動反応，生⌮的᝟動反応，ᅇ㑊行動に及
ぼす影響を検討した。その結果，認知的෌ホ౯
およࡧ࢔クࢭࣉタࣥスはいࡎれも，᝟動調ᩚ᪉
␎を用いࡎにᫎ像を観る⤫制᮲௳とẚ㍑して主
観的᝟動反応，生⌮的᝟動反応，ᅇ㑊行動のす
べてをపῶさࡏることを示した。この結果は，
Hofmann et al.㸦2009㸧の結果とは異なり，異
なるᙧ態の᝟動調ᩚ᪉␎であっても，᝟動調ᩚ
に及ぼす影響に差異がないことを示唆している
と考えられる。また，本研究で㑅定されたその
௚の研究においても，異なるᙧ態の᝟動調ᩚ᪉
␎であってもຠ果が同一であるとする知見㸦認
知的෌ホ౯およࡧ࢔クࢭࣉタࣥス㸸Keng, 
Robins, Smoski, Dagenbach, & Leary, 2013㸧
やຠ果が同一でないとする知見㸦認知的෌ホ౯
およࡧ࢔クࢭࣉタࣥス㸸Aldao & Mennin, 
2012㸹Perry, Henry, Nangle, & Grisham, 
2012㸧，もしくは同じᙧ態を᭷する᝟動調ᩚ᪉
␎であっても᝟動調ᩚに᭷ຠであるとする知見
㸦抑制㸸Liverant, Brown, Barlow, & Roemer, 
2008㸧と᭷ຠでないとする知見㸦抑制㸸Dunn, 
Billotti, Murphy, & Dalgleish, 2009㸹
Rohrmann, Hopp, Schienle, & Hodapp, 2009㸧
が見ཷけられる。このように，ඛ行研究の結果
において，それࡒれの᝟動調ᩚ᪉␎が᝟動のప
ῶおよࡧ行動の変໬に及ぼす影響，すなわち，
᝟動調ᩚ᪉␎の機能は一㈏していないことを㋃
まえると，᝟動調ᩚ᪉␎の機能に影響を及ぼす 
要因の検討がᚲ要であると考えられる。 
 
᝟ືㄪᩚ᪉␎ࡢࠕᶵ⬟ࠖ࡟ᙳ㡪ࢆཬࡰࡍ要ᅉ 
 
このような᝟動調ᩚ᪉␎の機能に影響を及ぼ
す要因の検討に㛵しては，考ᐹレベルでのグ述
にとどまり，実ド的な研究はࡈく㝈られている
現状にある。そこで，本ㄽ考では，ඛ行研究の
知見にຍえて，⌮ㄽ的な考ᐹに基づいて，᝟動
調ᩚ᪉␎の機能に影響を及ぼすと考えられる要
因を，⎔ቃ要因，個人の特性要因，個人の状ἣ
要因の大きく３つのഃ㠃からㄽじることとした。 
まࡎ，᝟動調ᩚ᪉␎の機能に影響を及ぼす要
因の㸯つとして，⎔ቃ要因である᝟動を生㉳さ
ࡏる่⃭の㉁的ഃ㠃がᣲࡆられる。たとえば，
「配അ者のṚ」といったラ࢖ࣇ࢖ベࣥトに対し
ては，ゎ㔘の変ᐜが困難であり，認知的෌ホ౯
の౑用によって᝟動反応がపῶされにくいこと
が᝿定される。しかしながら，この่⃭の㉁的
ഃ㠃によって᝟動調ᩚ᪉␎の機能が異なるかに
㛵しては従᮶の研究において注意がᡶわれてい 
人の要因と個人をྲྀりᕳく⎔ቃの要因をྵめた
検討がᚲ要であると考えられる。そこで本ㄽ考
は，個人と⎔ቃの┦஫作用の観Ⅼから᝟動調ᩚ
᪉␎の機能に影響を及ぼす要因をᩚ⌮し，⮫ᗋ
心⌮学における᝟動調ᩚ᪉␎に㛵する研究ㄢ題
をᒎᮃすることを目的とする。なお，᝟動調ᩚ
の定義においては᝟動を増大さࡏることもྵま
れるが，⮫ᗋ心⌮学㡿ᇦにおける研究では，成
人を対㇟として，⮫ᗋ上問題となりうる᝟動の
పῶに↔Ⅼをᙜてた研究が多く行なわれている
ことから㸦e.g., Goldin et al., 2014㸧，本ㄽ考で
は，成人における᝟動のపῶに㛵してㄽじるこ 
ととする。 
 
ࠕᙧែࠖ࡜ࡋ࡚ࡢ᝟ືㄪᩚ᪉␎ 
  
これまでの研究においては，᝟動調ᩚ᪉␎を
㉁的な差異，すなわちᙧ態的ഃ㠃に基づいてୗ
఩ศ㢮し，それࡒれの᝟動調ᩚ᪉␎が᝟動反応
のపῶに及ぼす影響性の差異の検討が主に行な
われてきた。᝟動調ᩚ᪉␎のᙧ態的ഃ㠃の差異
による᝟動調ᩚの差異をグ述するための⌮ㄽ的
⫼ᬒとして，Gross㸦1998a㸧は，่⃭の入力か
ら反応にいたるࣉࣟࢭスをグ述した「᝟動調ᩚ
ࣉࣟࢭスモデル㸦process model of emotion 
regulation㸧」㸦௨ୗ，Gross モデルとする㸧をᥦ
ၐしている。ຍえて，Gross & John㸦2003㸧は，
Gross モデルを㋃まえて，「ᙧ態的ഃ㠃」の異な
る᝟動調ᩚ᪉␎のࣉࣟࢭスの差異を実ド的に検
討している。そこで，本ㄽ考においても，᝟動
調ᩚ᪉␎のᙧ態的ഃ㠃は，Gross & John㸦2003㸧
の⌮ㄽ的๓ᥦおよࡧ研究結果に基づく研究をᒎ 
ᮃの対㇟とする。 
まࡎ，Gross モデルに基づいて᝟動調ᩚ᪉␎
のᙧ態的ഃ㠃の差異が᝟動調ᩚに及ぼす影響性
を概観するため，Gross モデルに基づくඛ行研
究を㑅定することとした。ඛ行研究の㑅定の㝿
には，ල体的には，ձGross & John㸦2003㸧を
ᘬ用しているㄽᩥであること，ղ࣮࣮࢟࣡ࢻに
emotion regulation がྵまれること，ճ⮫ᗋ心
⌮学のศ野のㄽᩥであること㸦ල体的には， 
psychology かつ medicine をศ野にྵࡴこと㸧
を本ㄽ考の対㇟とする研究とした。その結果， 
125 ௳のㄽᩥがᢳฟされた。これらのㄽᩥのう
ち，մGross & John㸦2003㸧による研究におい
て検討された᝟動調ᩚ᪉␎である「認知的෌ホ
౯ 㸦 r e a p p r a i s a l 㸧」 も し く は 「 抑 制
㸦suppression㸧」を実験的᧯作として用いてお
り，これらのいࡎれかをྵࢇだ᝟動調ᩚ᪉␎間
のẚ㍑を行なっている，յⱥㄒもしくは日本ㄒ
を用いている，ն᝟動反応を従ᒓ変数として用
いている，շ成人を対㇟としている，という᮲
௳を‶たすㄽᩥを㑅定した結果，㸶௳のㄽᩥが 
ᢳฟされた。 
これらの研究を概観した結果，Gross モデル
に基づく᝟動調ᩚ᪉␎のᙧ態的ഃ㠃としては，
Gross & John㸦2003㸧による研究において検討
された認知的෌ホ౯と抑制にຍえて，「࢔クࢭࣉ
タࣥス㸦acceptance㸧」が主なୗ఩ศ㢮として用
いられていることが᫂らかとなった。したがっ
て，本ㄽ考においては，᝟動調ᩚ᪉␎のᙧ態的
ഃ㠃のୗ఩ศ㢮として，上グの３つの᝟動調ᩚ
᪉␎をᣲࡆることとする。まࡎ，上グの３つの
᝟動調ᩚ᪉␎の定義を述べる。認知的෌ホ౯は，
Gross モデルのホ౯ẁ㝵における᝟動調ᩚ᪉␎
とされ，᝟動をႏ㉳する่⃭に対するゎ㔘を変
えることによって，᝟動を変໬さࡏる᪉␎であ
る㸦Gross, 1998b㸧。そして，Gross モデルの反
応ẁ㝵における᝟動調ᩚ᪉␎とされる抑制は，
生㉳した᝟動反応を㢧在的な行動として⾲ฟࡏ
ࡎ，抑え㎸もうとする᪉␎である㸦Gross, 
1998b㸧。また，࢔クࢭࣉタࣥスは，「不ᛌであ
ったとしても，生㉳する᝟動，認知，㌟体感ぬ
を変えたり，ࢥࣥト࣮ࣟルしたり，㑊けたりし
ようとすることなく，ዲወ心を持って༑ศに体
験すること」と一⯡的には定義されるが㸦Hayes, 
Strosahl, & Wilson, 1999㸧，᝟動調ᩚの研究に
おいては，「ዲወ心を持って体験する」という要
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ないことがᣦ᦬されている㸦Aldao, 2013㸧。 
᝟動調ᩚ᪉␎の機能に影響を及ぼす㸰つ目の
要因としては，個人の特性要因と考えられる認
知や行動の傾向がᣲࡆられる。その㸯つとして，
ඛ行研究においては，認知機能が検討されてい
る。たとえば，Schmeichel, Volokhov, & 
Demaree㸦2008㸧は，認知機能の㸯つである࣡
࣮࢟ࣥࢢメモࣜのᐜ㔞の個人差が認知的෌ホ౯
による᝟動のపῶの程度を予 することを示し
ている。このような知見から，認知的෌ホ౯に
よる᝟動調ᩚをあまりᚓ意としない者が存在す
ることが᝿定される。したがって，そのような
者は，認知的෌ホ౯ではなく，ูの᝟動調ᩚ᪉
␎を✚ᴟ的に౑用する᪉がຠ⋡Ⰻく᝟動をపῶ 
することができると考えられる。 
そして，３つ目の要因としては，個人の状ἣ
要因が考えられる。こうした要因としては，状
ἣ的な認知的㈇Ⲵがᣲࡆられると考えられる。
たとえば，上ྖからྏ㈐をཷけたሙྜに，仕事
がᒣ✚ࡳで㏣い㎸まれている状ἣୗにおいては，
そうでない状ἣୗとẚ㍑して認知的෌ホ౯を行
なうための認知㈨※がᑡないことが᝿定される
ため，認知的෌ホ౯が機能しないྍ能性がある。
しかしながら，このような状ἣ的な認知的㈇Ⲵ
が᝟動調ᩚ᪉␎の機能に及ぼす影響に㛵しても
ඛ行研究においてはᢅわれていないことがᣦ᦬
されている㸦Aldao, 2013㸧。したがって，௒ᚋ
の研究においては，たとえば，認知㈇Ⲵㄢ題を
用いて࣮࣡࢟ࣥࢢメモࣜのᐜ㔞を᧯作した上で，
」数の᝟動調ᩚ᪉␎の᝟動反応のపῶに対する
ຠ果をẚ㍑するといったᡭ続きを用いて検討を 
行なうことがᮃまれる。 
このように，᝟動調ᩚ᪉␎の機能は，᝟動調
ᩚ᪉␎のᙧ態によって一義的にỴ定されるので
はなく，᝟動調ᩚ᪉␎そのものと⎔ቃ要因，個
人の特性要因，個人の状ἣ要因といった᝟動調
ᩚ᪉␎の機能に影響を及ぼすྍ能性のある要因
との┦஫作用によって規定されると考えられる。
したがって，᝟動調ᩚ᪉␎の機能を検討する㝿
には，᝟動調ᩚ᪉␎をᙧ態的ഃ㠃によってẚ㍑
するのではなく，これまでに述べた３つの要因
を᧯作した上で᝟動調ᩚ᪉␎が᝟動のపῶに及
ぼす影響をẚ㍑することがᮃましいと考えられ 
る。 
 
ᩥ⬦࡟ᛂࡌࡓ᝟ືㄪᩚ᪉␎ࡢ౑⏝ 
㸦᝟ືㄪᩚࡢᰂ㌾ᛶ㸧 
 
このような᝟動調ᩚ᪉␎の機能に影響を及ぼ
す要因を㋃まえると，⎔ቃ要因およࡧ個人の特
性要因，状ἣ要因の差異によって，᭷ຠな᝟動
調ᩚ᪉␎が異なることが᥎ される。たとえば，
᝟動をႏ㉳する่⃭に㛵するゎ㔘の多様性がప
い状ἣୗにおいては，認知的෌ホ౯を用いるこ
ととẚ㍑して，࢔クࢭࣉタࣥスを用いる᪉が┦
対的に機能するྍ能性が㧗いと考えられる。こ
のような状ἣに応じて᝟動調ᩚ᪉␎を౑いศけ
る能力として，「᝟動調ᩚのᰂ㌾性㸦emotion  
regulation flexibility㸧」という概念が用いられ
ている㸦Bonanno & Burton, 2013㸧。たとえば，
Aldao & Nolen-Hoeksema㸦2012㸧は，実験ཧ
ຍ者に過ཤ㸰㐌間における᝟動体験を᝿㉳さࡏ，
その᝟動体験がィ 24 ✀㢮のᩥ⬦㸦᝟動の✀㢮
㸲㸸不Ᏻ，ᛣり，ᝒ しࡳ，ᖾࡏ᝟動の強度３㸸
強，中，ᙅሙ㠃㸰㸸♫஺ሙ㠃，㐩成ሙ㠃㸧の
いࡎれにあてはまるかを同定さࡏた。そして，
24 ✀㢮のᩥ⬦の中から㸶つのᩥ⬦がࢭ࣑ラࣥ
ࢲムに㑅ᢥされ，認知的෌ホ౯，࢔クࢭࣉタࣥ
ス，抑制といった㸵つの᝟動調ᩚ᪉␎をྛᩥ⬦
においてそれࡒれ日常的にどの程度౑用するか
に㛵してᅇ⟅をồめ，᝟動調ᩚ᪉␎を౑用する
程度に㛵するᩥ⬦間の差異，すなわち᝟動調ᩚ
᪉␎の౑用の変動性と精神⑓⌮の程度の㛵連を
検討した。その結果，ᩥ⬦によって࢔クࢭࣉタ
ࣥスを౑用する程度の変動性が㧗い࡯ど，精神
⑓⌮の程度がపいことを示唆した。この結果か
ら，Aldao & Nolen-Hoeksema㸦2012㸧は，特
定の᝟動調ᩚ᪉␎の౑用の程度が㧗いことが重
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要なのではなく，᝟動調ᩚのᰂ㌾性が㧗いこと，
すなわち，᝟動調ᩚ᪉␎をᩥ⬦に応じて౑いศ
けられることが重要であると考ᐹしている。し
たがって，この᝟動調ᩚのᰂ㌾性を㧗めるため
にᚲ要となる要因に㛵して᫂らかにすることが
௒ᚋの研究において重要であると考えられる。 
 
᝟ືㄪᩚࡢᰂ㌾ᛶࢆ㧗ࡵࡿ要ᅉ 
 
これらの研究の結果を㋃まえて，᝟動調ᩚの
ᰂ㌾性を㧗めるためのᡭ続きに㛵するᥦ᱌が行
なわれている。たとえば，Aldao & Nolen- 
Hoeksema㸦2012㸧は，用いる᝟動調ᩚ᪉␎の
ᙧ態をูのᙧ態に置き᥮えるのではなく，᝟動
調ᩚ᪉␎の౑用に影響を及ぼすᩥ⬦の特徴に気
づくことができるようにすることがᚲ要である
と考ᐹしている。ここでいうᩥ⬦には，⎔ቃの
่⃭の㉁やある状ἣୗにおける自己の認知的㈇
Ⲵの程度，個人の認知や行動の傾向がྵまれる
と考えられ，᝟動調ᩚ᪉␎を౑いศけるために
は，そのᩥ⬦において生㉳する自己の᝟動に㛵
してಠ▔的に⌮ゎするᚲ要があると考えられる。
このような個人において生㉳する᝟動に㛵する
モࢽタࣜࣥࢢ能力を説᫂する概念として，「᝟動
への気づき㸦emotional awareness㸧」がᣲࡆら
れる。᝟動への気づきは，自㌟の᝟動に㛵して 
 
㌟体感ぬや行動傾向として知ぬされる₯在レベ
ルと，自㌟の᝟動状態をゝㄒ的に⾲現すること
ができる㢧在レベルが仮定されている㸦Lane & 
Schwartz, 1987㸧。ඛ行研究においては，᝟動へ
の気づきが₯在レベルの者では，日常における
認知的෌ホ౯の౑用の程度と抑うつの程度に┦
㛵が見られなかった一᪉，᝟動への気づきが㢧
在レベルの者では，日常における認知的෌ホ౯
の౑用の程度と抑うつの程度に㈇の┦㛵が見ら
れた㸦Subic -Wrana,  Beute l ,  Brähler, 
Stöbel-Richter, Knebel, Lane, & Wiltink, 
2014㸧。この結果は，認知的෌ホ౯によって不
ᛌ᝟動のపῶを行なうためには，㢧在レベルの
᝟動への気づきが⋓ᚓされていることが๓ᥦ᮲
௳となることを示唆している。このような知見
を㋃まえると，᝟動調ᩚのᰂ㌾性を㧗める，す
なわち，ᩥ⬦に応じて機能する᝟動調ᩚ᪉␎を
㑅ᢥするためには，㢧在レベルの᝟動への気づ 
きを⋓ᚓすることが重要であると考えられる。 
これまで述べてきた᝟動調ᩚ᪉␎の機能に影
響を及ぼす要因，᝟動調ᩚのᰂ㌾性をಁ進する
要因を Gross モデルに఩置௜けたモデルᅗを
Figure に示した。Figure では，ඛ述の㏻り，
᝟動反応に影響を及ぼす要因として，่ ⃭の㉁，
認知・行動の傾向，状ἣ的な認知的㈇Ⲵの要因
を᝿定した。そして，これらの要因の影響をཷ 
 
ὀព ホ౯≧ἣ ཯ᛂ
䛊ὀព分配䛋 䛊認知変ᐜ䛋 䛊཯ᛂㄪᩚ䛋䛊≧ἣಟṇ䛋䛊≧ἣ㑅ᢥ䛋
่⃭の㉁
（⎔ቃせᅉ）
≧ἣ的䛺
認知的㈇Ⲵ
（ಶேの≧ἣせᅉ）
᝟ືへのẼ䛵䛝
認知䞉⾜ືの
傾向
（ಶேの≉ᛶせᅉ）
᝟ື⏕㉳
䝥䝻䝉䝇
᝟ືㄪᩚ
᪉␎
Figure Grossモデルにおける᝟動調ᩚ᪉␎の機能に影響を及ぼす要因と᝟動調ᩚのᰂ㌾性を㧗める要因の఩置づけ
ないことがᣦ᦬されている㸦Aldao, 2013㸧。 
᝟動調ᩚ᪉␎の機能に影響を及ぼす㸰つ目の
要因としては，個人の特性要因と考えられる認
知や行動の傾向がᣲࡆられる。その㸯つとして，
ඛ行研究においては，認知機能が検討されてい
る。たとえば，Schmeichel, Volokhov, & 
Demaree㸦2008㸧は，認知機能の㸯つである࣡
࣮࢟ࣥࢢメモࣜのᐜ㔞の個人差が認知的෌ホ౯
による᝟動のపῶの程度を予 することを示し
ている。このような知見から，認知的෌ホ౯に
よる᝟動調ᩚをあまりᚓ意としない者が存在す
ることが᝿定される。したがって，そのような
者は，認知的෌ホ౯ではなく，ูの᝟動調ᩚ᪉
␎を✚ᴟ的に౑用する᪉がຠ⋡Ⰻく᝟動をపῶ 
することができると考えられる。 
そして，３つ目の要因としては，個人の状ἣ
要因が考えられる。こうした要因としては，状
ἣ的な認知的㈇Ⲵがᣲࡆられると考えられる。
たとえば，上ྖからྏ㈐をཷけたሙྜに，仕事
がᒣ✚ࡳで㏣い㎸まれている状ἣୗにおいては，
そうでない状ἣୗとẚ㍑して認知的෌ホ౯を行
なうための認知㈨※がᑡないことが᝿定される
ため，認知的෌ホ౯が機能しないྍ能性がある。
しかしながら，このような状ἣ的な認知的㈇Ⲵ
が᝟動調ᩚ᪉␎の機能に及ぼす影響に㛵しても
ඛ行研究においてはᢅわれていないことがᣦ᦬
されている㸦Aldao, 2013㸧。したがって，௒ᚋ
の研究においては，たとえば，認知㈇Ⲵㄢ題を
用いて࣮࣡࢟ࣥࢢメモࣜのᐜ㔞を᧯作した上で，
」数の᝟動調ᩚ᪉␎の᝟動反応のపῶに対する
ຠ果をẚ㍑するといったᡭ続きを用いて検討を 
行なうことがᮃまれる。 
このように，᝟動調ᩚ᪉␎の機能は，᝟動調
ᩚ᪉␎のᙧ態によって一義的にỴ定されるので
はなく，᝟動調ᩚ᪉␎そのものと⎔ቃ要因，個
人の特性要因，個人の状ἣ要因といった᝟動調
ᩚ᪉␎の機能に影響を及ぼすྍ能性のある要因
との┦஫作用によって規定されると考えられる。
したがって，᝟動調ᩚ᪉␎の機能を検討する㝿
には，᝟動調ᩚ᪉␎をᙧ態的ഃ㠃によってẚ㍑
するのではなく，これまでに述べた３つの要因
を᧯作した上で᝟動調ᩚ᪉␎が᝟動のపῶに及
ぼす影響をẚ㍑することがᮃましいと考えられ 
る。 
 
ᩥ⬦࡟ᛂࡌࡓ᝟ືㄪᩚ᪉␎ࡢ౑⏝ 
㸦᝟ືㄪᩚࡢᰂ㌾ᛶ㸧 
 
このような᝟動調ᩚ᪉␎の機能に影響を及ぼ
す要因を㋃まえると，⎔ቃ要因およࡧ個人の特
性要因，状ἣ要因の差異によって，᭷ຠな᝟動
調ᩚ᪉␎が異なることが᥎ される。たとえば，
᝟動をႏ㉳する่⃭に㛵するゎ㔘の多様性がప
い状ἣୗにおいては，認知的෌ホ౯を用いるこ
ととẚ㍑して，࢔クࢭࣉタࣥスを用いる᪉が┦
対的に機能するྍ能性が㧗いと考えられる。こ
のような状ἣに応じて᝟動調ᩚ᪉␎を౑いศけ
る能力として，「᝟動調ᩚのᰂ㌾性㸦emotion  
regulation flexibility㸧」という概念が用いられ
ている㸦Bonanno & Burton, 2013㸧。たとえば，
Aldao & Nolen-Hoeksema㸦2012㸧は，実験ཧ
ຍ者に過ཤ㸰㐌間における᝟動体験を᝿㉳さࡏ，
その᝟動体験がィ 24 ✀㢮のᩥ⬦㸦᝟動の✀㢮
㸲㸸不Ᏻ，ᛣり，ᝒ しࡳ，ᖾࡏ᝟動の強度３㸸
強，中，ᙅሙ㠃㸰㸸♫஺ሙ㠃，㐩成ሙ㠃㸧の
いࡎれにあてはまるかを同定さࡏた。そして，
24 ✀㢮のᩥ⬦の中から㸶つのᩥ⬦がࢭ࣑ラࣥ
ࢲムに㑅ᢥされ，認知的෌ホ౯，࢔クࢭࣉタࣥ
ス，抑制といった㸵つの᝟動調ᩚ᪉␎をྛᩥ⬦
においてそれࡒれ日常的にどの程度౑用するか
に㛵してᅇ⟅をồめ，᝟動調ᩚ᪉␎を౑用する
程度に㛵するᩥ⬦間の差異，すなわち᝟動調ᩚ
᪉␎の౑用の変動性と精神⑓⌮の程度の㛵連を
検討した。その結果，ᩥ⬦によって࢔クࢭࣉタ
ࣥスを౑用する程度の変動性が㧗い࡯ど，精神
⑓⌮の程度がపいことを示唆した。この結果か
ら，Aldao & Nolen-Hoeksema㸦2012㸧は，特
定の᝟動調ᩚ᪉␎の౑用の程度が㧗いことが重
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けて᝟動が生㉳した㝿に個人が自動的に᝟動調
ᩚを行なう状態から，個人が自㌟の᝟動状態を
ゝㄒ的に知ぬし，そのᩥ⬦に応じて適切な᝟動
調ᩚ᪉␎を㑅ᢥするためには，᝟動への気づき
を⋓ᚓしていることが๓ᥦとなると仮定した。
なお，Figure においては，本ㄽ考において⊂自 
に᝿定した要因の影響をኴい㯮▮༳で示した。 
 
ࡉ࠸ࡈ࡟ 
 
本ㄽ考においては，従᮶のᙧ態的ഃ㠃に基づ
くモデルにຍえ，᝟動調ᩚ᪉␎の機能に影響を
及ぼす要因として，่ ⃭の㉁㸦⎔ቃ要因㸧，認知・
行動の傾向㸦個人の特性要因㸧，状ἣ的な認知㈇
Ⲵ㸦個人の状ἣ要因㸧を᝿定し，そのようなᩥ
⬦において生㉳する᝟動に応じて᝟動調ᩚ᪉␎
を౑いศけるためにᚲ要である᝟動への気づき
に㛵してㄽじた。しかしながら，これらの変数
の影響性に㛵して実ド的な検討を行なった研究
はࡈく㝈られており，⌮ㄽ的考ᐹにとどまって
いる現状にある。したがって，௒ᚋは，これら
の要因をྲྀり入れたモデルの検ドがᚲ要である 
と考えられる。 
また，本ㄽ考においては，従ᒓ変数の差異が
᝟動調ᩚ᪉␎の౑用による᝟動のపῶに及ぼす
影響に㛵しては検討していない。しかしながら，
従ᒓ変数によってຠ果的な᝟動調ᩚ᪉␎が異な
ることも᝿定されるため，௒ᚋの検討がᮃまれ 
る。 
ຍえて，本ㄽ考においては，᝟動調ᩚ᪉␎の
౑用によって᝟動のపῶのࡳならࡎ，行動ᣦᶆ
においても変໬が認められることを，᪉␎が機
能したことと定義してㄽじた。これは，認知行
動療ἲに基づく心⌮⮫ᗋሙ㠃においては，᝟動
そのもののపῶはࣉࣟࢭスとしてとらえられ，
行動のᣑ大㸦たとえば，⬣ጾ่⃭に対して᥋㏆
的行動がとれるようになること㸧が中᰾的な࢔
࢘ト࢝ム変数として置かれるとされるためであ
る㸦e.g., Wolgast et al., 2011㸧。しかしながら，
᝟動調ᩚ᪉␎に㛵する研究において，行動ᣦᶆ
を 定した研究はࡈく㝈られている現状にある。
したがって，᝟動調ᩚ᪉␎に㛵して心⌮⮫ᗋሙ
㠃への応用に主║を置いた研究を行なう㝿には，
᝟動のపῶのࡳならࡎ，そのᚋの行動ᣦᶆにお
いても変໬が認められたかどうか㸦機能したか
どうか㸧をྵめて検討することがᮃまれる。 
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Abstract 
 
Previous studies of emotion regulation strategies have been focused on 
investigating the differences in emotion regulation efficiency among topologically 
different emotion regulation strategies. However, since the findings of these studies 
seem inconsistent, further investigation of the factors influencing the function of 
emotion regulation is needed. Therefore, the present review summarized factors 
influencing the function of emotion regulation from the perspective of 
individual-environment interaction. A review of previous studies indicated that the 
three factors influencing emotion regulation function would be classified into 
environmental factors, individual trait factors, and situational factors. In addition, the 
importance of emotion regulation flexibility, which enables individuals to choose 
adaptive strategies depending on context determined by these three factors, and 
emotional awareness, which underlies emotion regulation flexibility, is suggested. 
Based on these findings, we discussed future prospects. 
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